
（１）経営成績に関する説明 

 当第３四半期連結累計期間の経済情勢は、米国では緩やかな回復が続いたものの、欧州では低迷が続き、アジアで

も中国で景気の拡大テンポが減速するなど、世界経済は力強さを欠きました。一方国内経済は、円安による輸出改善

や政府による各種政策の効果が下支えするなかで、景気は緩やかながらも回復基調をたどりました。 

 当社グループは、当期を初年度とする三カ年の中期経営計画「Change & Challenge - 更なる成長に向けて - 」に

おいて、３つの基本方針「持続的成長を可能にする収益基盤の強化」「グローバルでのグループ力の 大化」「資

源・エネルギー・地球環境問題への対応と貢献」を掲げ、構造的な事業環境の変化にもスピード感を持って対応すべ

く、各事業課題の解決に向けて取り組んでまいりましたが、特に化学部門を取り巻く状況は厳しさが続き、いまだそ

の成果が出るには至っていません。 

 この結果、当社グループの連結売上高は前年同期に比べ１２２億３千９百万円増の４，７６６億９千８百万円、連

結営業利益は６７億８千９百万円減の１６４億５百万円、連結経常利益は１００億７千７百万円減の１１９億９千４

百万円、連結四半期純利益は２９億５千３百万円減の９６億１千９百万円となりました。 

  

  

 セグメント別の概況は以下のとおりです。 

  

化成品・樹脂セグメント  

 ナイロン原料のカプロラクタムは、中国での相次ぐ他社新設備稼働開始に伴う供給過剰により市況の低迷が続くと

ともに、設備トラブル等もあり出荷が減少しました。ポリブタジエン（合成ゴム）も、原料であるブタジエン市況が

乱高下し採算が悪化しました。ナイロン樹脂、工業薬品は総じて堅調に推移しました。 

 この結果、当セグメントの連結売上高は前年同期に比べ１８億４千６百万円増の１，６４７億６千１百万円、連結

営業損益は６３億４千６百万円減の２０億３千９百万円の損失となりました。 

  

  

機能品・ファインセグメント  

 リチウムイオン電池用の電池材料については、電解液の出荷は前年同期並みで推移しましたが、セパレーターは大

幅な価格の下落に見舞われました。ファインケミカル製品や電子情報材料分野をはじめとするその他の機能性材料

は、需要回復傾向にある製品が見られるものの、出荷は依然として低調に推移しました。 

 この結果、当セグメントの連結売上高は前年同期に比べ１億５千２百万円増の４７０億７千５百万円、連結営業利

益は１３億２千万円減の２億１千５百万円となりました。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報

項    目 連結売上高 連結営業利益 連結経常利益 連結四半期純利益 

当第３四半期 ４，７６６億円  １６４億円  １１９億円  ９６億円  

前 年 同 期 ４，６４４億円  ２３１億円  ２２０億円  １２５億円  

増  減  率 ２．６％ △２９．３％ △４５．７％ △２３．５％ 

項    目 連結売上高 連結営業利益 

当第３四半期 １，６４７億円  △２０億円  

前 年 同 期 １，６２９億円  ４３億円  

増  減  率 １．１％ － 

項    目 連結売上高 連結営業利益 

当第３四半期 ４７０億円  ２億円  

前 年 同 期 ４６９億円  １５億円  

増  減  率 ０．３％ △８６．０％ 



  

医薬セグメント  

 自社医薬品の抗血小板剤の原体販売数量は堅調でしたが、その他の自社医薬品の原体と、受託医薬品の原体・中間

体の販売は低調に推移しました。 

 この結果、当セグメントの連結売上高は前年同期に比べ１５億円減の６８億５千７百万円、連結営業利益は１５億

１千３百万円減の１２億３千３百万円となりました。 

  

  

建設資材セグメント  

 セメント・生コン及び建材製品は、復興需要の本格化に加え、公共投資や民間需要が堅調に推移したことにより、

国内出荷は前年同期を上回り、円高是正もあり輸出採算の改善も進みました。各種廃棄物のリサイクル事業も堅調で

した。カルシア・マグネシア製品分野においても、東北向け土質改良材の出荷が増加し、鉄鋼向け耐火物需要も持ち

直しの傾向が見られました。 

 この結果、当セグメントの連結売上高は前年同期に比べ１２０億４千６百万円増の１，６８０億４千２百万円、連

結営業利益は３９億９千３百万円増の１２０億１千５百万円となりました。 

  

  

機械・金属成形セグメント  

 竪型ミルや運搬機等の産業機械は、出荷は前年同期を下回りましたが、円高是正もあり受注環境は回復しつつあり

ます。自動車産業向けを中心とする成形機は、新機種の市場への浸透が進み、日系ユーザーの新興国・北米向け新

設、増設案件を中心に出荷が好調でした。機械サービスも堅調に推移し、また、製鋼品は受注環境が厳しい中、出荷

は堅調でした。 

 この結果、当セグメントの連結売上高は前年同期に比べ２１億１百万円増の５３０億３千万円、連結営業利益は３

億１千８百万円増の３１億１千万円となりました。 

  

  

エネルギー・環境セグメント  

 石炭事業は、販売炭の売上数量は増加したものの、預り炭の数量は前年同期を下回りました。電力事業は、ＩＰＰ

発電所の定期検査及びその後の設備トラブルにより売電量が大幅に減少しました。 

 この結果、当セグメントの連結売上高は前年同期に比べ４８億５千５百万円減の４４６億９千９百万円、連結営業

利益は２９億２千万円減の１３億１千２百万円となりました。 

  

項    目 連結売上高 連結営業利益 

当第３四半期 ６８億円  １２億円  

前 年 同 期 ８３億円  ２７億円  

増  減  率 △１７．９％ △５５．１％ 

項    目 連結売上高 連結営業利益 

当第３四半期 １，６８０億円  １２０億円  

前 年 同 期 １，５５９億円  ８０億円  

増  減  率 ７．７％ ４９．８％ 

項    目 連結売上高 連結営業利益 

当第３四半期 ５３０億円  ３１億円  

前 年 同 期 ５０９億円  ２７億円  

増  減  率 ４．１％ １１．４％ 

項    目 連結売上高 連結営業利益 

当第３四半期 ４４６億円  １３億円  

前 年 同 期 ４９５億円  ４２億円  

増  減  率 △９．８％ △６９．０％ 



  

その他のセグメント  

 その他の連結売上高は前年同期に比べ１９億８千２百万円増の２１３億５千２百万円、連結営業利益は３百万円増

の８億５千３百万円となりました。 

  

   

（２）財政状態に関する説明 

 当第３四半期末の総資産は前年度末に比べ、受取手形及び売掛金が１０７億３千３百万円、商品及び製品などのた

な卸資産が１５５億９千８百万円、有形固定資産が３５億２千１百万円増加したことなどにより、３４１億４千４百

万円増加し７，２００億２千８百万円となりました。   

 負債については、未払法人税等が３２億９千万円、賞与引当金が３５億３千万円減少した一方、支払手形及び買掛

金が１２３億２千５百万円、有利子負債が１２１億９千８百万円増加したことなどにより、１８４億７千１百万円増

加し４，５３６億２百万円となりました。 

 純資産は、宇部マテリアルズ株式会社を株式交換により完全子会社化したことなどにより、少数株主持分が１１９

億３千２百万円減少し、資本剰余金が９９億３千万円増加しております。また剰余金の配当により利益剰余金が５０

億３千５百万円減少しましたが、四半期純利益により利益剰余金が９６億１千９百万円増加、為替換算調整勘定が 

１３２億４百万円改善したことなどにより、１５６億７千３百万円増加し２，６６４億２千６百万円となりました。

   

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 今後の経済情勢につきましては、国内は景気の回復基調が続くことが期待されるものの、中国をはじめとする新興

国経済の先行きなど世界景気の下振れも懸念されるなか、事業によって状況は異なるものの、当社グループ全体とし

ては引き続き厳しい環境が続くことが見込まれます。 

 こうした情勢を踏まえ、通期の業績予想につきましては、平成２５年９月３０日に公表しましたとおり、売上高 

６，４７０億円、営業利益２６０億円、経常利益１９５億円、当期純利益１２５億円を見込んでおります。 

項    目 連結売上高 連結営業利益 

当第３四半期 ２１３億円  ８億円  

前 年 同 期 １９３億円  ８億円  

増  減  率 １０．２％ ０．４％ 
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